


いては、S' 4は S‐2の 1 5倍 程度となうている。今回の検

討では、s‐4と S‐2の 表面処理深さが 2倍 程度となるよう

に定めているが、目視による評価とは相当に異なった。また、

この表より最大深さを S,4と S‐2で 比較すると2.3倍とな

つており、目視による評価は平均深さと最大深さの両面を

同時に評価していると思われる。

3.2耐柿性状

図‐2γ4は 、所定繰返し載荷回数を終了した後、46k N静

的載荷時における RCは りの引張鉄筋ひずみ、圧縮縁コン

クリートひずみおよび供試体中央部のたわみを示したもの

である。これらの図より、引張鉄筋ひずみ、圧縮縁コンク

リートのひずみおよび供試体中央部のたわみは、打継ぎ面

の有無、打継ぎ面処理程度および載荷回数による差は認め

られない。また表‐2に 、200万 回繰返し載荷後の静的試験

によって得られた最大耐力を示したが、最大耐力に及ばす

処理の有無および処理深さの影響は認められなかった。

3.3ひび割れ性状

図‐5は200万回繰返し載荷後の静的載荷試験荷重46k N

におけるひび割れ発生状況を示したものである。s‐oと S‐4

については同様なひび割れ性状を示し、s‐4で は新旧ヨン

グリー トが一体化していることがわかる。‐方、S‐2で は、

打絆ず可,1沿PT?ぴ言」れが秀年レてい01と?ひず割れ
はヽ繰返し載荷回数 lo万 回終了時に発見され、loo万 回

載荷終了時には等曲げモニメント区間全域で打継ぎ面に沿

つたひび割れが観察された。ひび割れ発生状況から判断す

ると、表面形状の

指標である平均高

さ 036mm程 度

では、新1日コンク

リー トの一体性が

表-2供 拭体種類と最大田力の関係

供試体番号 S‐0 S-2 S‐4

最大酎力 (■N) 98.9 101,1 99.8

十分でないと判断される。

4.ま とめ

以下に本研究で得 られた結

論を示す。

1)引 張縁に打継ぎ面を有す

る RCは りの繰返し載荷時に

おける耐荷性能は、打継ぎ部

の無い一体打ち供試体と向等

であった。

2)新 旧コンクリー トの一体

性を損なうような表面処理状

態では、処理面に沿ったひび

割れが発生する。
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繰返し載荷回数と引張鉄筋ひずみの関係
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四-3繰 退し較荷回数とコンクリート圧掘縁ひずみ
の関係
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図T4繰 返し鍛荷回数と供試体中央部のたわみ
の関係
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四-5ひ び割れ発生状況


